
　　　　　様式1

1 施設概要

2 利用状況

利用月 利用者目標数 利用者数 利用率％

4月～9月 9,968 6,305 63.25

10月～3月 6,405 5,196 81.12

合計 16,373 11,501 70.24

3 収支の状況

予算額 実績額 差額

収入

指定管理料 16,288,000 16,288,000 0

利用料金 60,000 64,100 -4,100

受取利息 100 11,387 -11,287

収入合計（Ａ） 16,348,100 16,363,487 -15,387

支出

人件費 12,247,132 11,651,462 595,670

外部委託費 1,041,800 955,716 86,084

その他経費 3,059,168 2,460,413 598,755

支出合計（Ｂ） 16,348,100 15,067,591 1,280,509

収支合計（Ａ）-Ｂ） － 1,295,896 －

4 精算額 1,295,896 円

5 自主事業

利用者数

1,510

指定期間 令和6年4月1日　～　令和11年3月31日

事業名 内容

子ども食堂「カフェキャッスル♪サウンド」

①寄付・寄贈食品を活用したビュッフェスタイルのこ
ども食堂と
②こども家庭庁「ひとり親世帯などのこどもの食事等
助成事業」を活用した食糧配布活動を実施。
ビュッフェスタイルのこども食堂は市内でも類を見
ず、またボランティアで参画して下る人材の豊富さも
特徴である。
市内在の「琉球調理製菓専門学校」とは調理ボラン
ティアの協力だけでなく、学生の調理実習の場とし
ても活用され、WINWINの関係が構築されている。

令和8年9月2日

令和 ７ 年度分　指定管理施設の管理運営状況（年間）モニタリング評価表

施設の名称 うらそえぐすく児童センター

指定管理者名 特定非営利活動法人シンコペーション



1,585

928

4,790

767

合計

「沖縄県のこどもの教育格差解消のため
の学習支援と食支援活動」

①JANPIA休眠預金助成事業を活用し、放課後の
小学生むけの「寺子屋」を実施。琉球大学生、沖縄
国際大学生による学習支援を実施。
②食支援活動では、多子世帯や困りごとをかかえる
世帯への食糧配布や、てだこ未来応援員へのつな
ぎなど小中学校とも連携を行った。
③小中学校からの食支援（居場所支援）にも対応す
ることにより、コミュニティスクール審議会への参画な
どにも繋ぐことが出来た。
④参画する大学生と共に「琉球大学人文学科本村
教授」「琉球大学教育学部付属小学校石川校長」
からの講話を受講することにより、福祉と教育の観
点からの子ども支援についての学びも得ている。

音楽でのこども支援活動「ムジカバン
ビーネ」

①ヴァイオリンをはじめとする１１種類の管弦打楽器
のレッスンをプロ音楽家から受けられる「体験格差
解消」の為の活動で、１０年目を迎えた。
②芸術でのこども支援活動は県内でも珍しく、ベネ
ズエラ発祥「エルシステマ」沖縄版を目指して児童
館を拠点として行っていることも注目されており、本
市では「市民協働のまなびフェスタ」オープニングア
クト、「琉球オペラアオリヤエ」ウェルカム演奏などの
依頼を受けている。更には県内唯一のプロオーケス
トラ「琉球交響楽団」定期演奏会ウェルカムロビーコ
ンサートでの演奏披露により県内外のステークホル
ダーが続々と増えて、活動支援の輪が広がってい
る。

子ども支援ネットワーク関連事業

①子ども食堂ネットワーク「ユニゾンハー
ツ」（市域民間ネットワーク）

②浦添市子ども居場所連絡会受託事業
（行政ネットワーク事務局）

③おきこまネット（県域民間ネットワーク）

①こども食堂ネットワークユニゾンハーツ
　・こども食堂事業実績を経て、市内児童館を含め
た居場所の横つながりを広めるためのネットワーク
構築事業。令和4年度から開始し主幹団体として活
動している。現在市内居場所（児童館含む）１８か所
の加盟有り。県内外の企業さまからの大型寄付など
がある場合には児童館ベースの子ども食堂さんへも
食品類をお渡しできている。また、物資だけでなく自
助継続活動を支援するための「ファンドレイジング講
座」も開催し市内の居場所だけでなく大学から参加
者などとの交流も深めている。
②浦添市子どもの居場所連絡会
　上記①実績により、令和5年度からは「浦添市こど
もの居場所連絡会運営実施団体」として浦添市より
受託することになった。
行政委託連絡会事業と民間ネットワークとの連携に
より、児童館だけでなく市内28か所の居場所への寄
贈物資や情報の共有を行っている。
新規達げの居場所支援も行い本市の子ども支援の
一助を担っている。
③おきこまネット
県内５市１村のキーマンとなる居場所運営者によっ
て２０２５年本格始動した県域民間ネットワークであ
り、県外ナショナルメーカーからの寄贈食品の受け
入れ（離島含む）及びアドバイザー活動などを実施
している。内閣府・農水省・厚労省などの省庁との
連携会議などに於いて本市のみならず沖縄県全全
体の官民協働体制構築に向けて情報共有と政策提
言をさせて頂いている状況である、少子高齢化時代
の今後の「児童館運営」コミュニティ創りも視野に入
れた活動となっている。
①沖縄県庁連携（県民会議・ランチサポートなど）
①沖縄県こどもの居場所ネットワーク（沖縄県社会
福祉協議会）連携
②なは子どもの居場所ネットワーク糸（那覇市社会
福祉協議会）連携
③ケンタッキーフライドチキン（浦添店・末吉店）連
携
④全国こども食堂支援センター認定NPO法人　む
すびえ
⑤一般社団法人　全国食支援活動協力会
他多数の助成・伴走支援を頂いている。



6 指定管理者の分析（サービス向上の取組等）

7 項目別評価表 市評価年月日　　　　令和２年１１月２５日

指定管理者と市が評価する。　　　　　（4：優良　　3：適正　　2課題含　　1要改善）

施設の状況により、項目内容は変更する場合がありますが、25項目数は変更しない。

維持管理に関すること（年２回以上）

【適正性】

① 法令等を遵守しているか。 4 4.0

② 労働環境は適正か。 3.8 4.0

③ 収入・支出の取扱は適正か。 3.9 3.8

④ 年間事業計画のとおり業務を遂行しているか。 4 4.0

⑤ 開館時間、休館等は適正か。 4 3.8

⑥ 利用者の個人情報保護は適正か。 4 3.5

⑦ 日常の事故防止、安全対策は適正か。 4 3.8

⑧ 日常の清掃は適正か。 4 4.0

⑨ 防犯・警備業務は適正か。 4 3.8

⑩ 備品の管理は適正か。 4 4.0

⑪ 施設の維持管理（修繕）は適正か。 4 3.8

⑫ 危機管理体制（緊急時対応）は適正か。 3.9 3.8

⑬ 施設の使用許可、使用料の減免は適正か。 4 3.5

⑭ 利用者に対する接客や職員態度は適正か。 3.9 3.8

⑮ 施設の維持管理に係る人員は適正か。 3.9 3.8

⑯ 施設の定期保守点検は適切か。 3.9 3.5

16項目 63.3 60.9

点数を記載する。

市評価

小計

　　　　　　２０２５年度のテーマ～児童館を拠点とした多世代のコミュニティ創り～

　（１）弊法人が二事業所目として運営させて頂いている「うらそえぐすく児童センター」は、浦添市役所・モノレール駅・美術館・
てだこホール・JICAなど多くの社会資源に恵まれている環境にあります。
　指定管理者として二年目となり、今年度は社会資源の活用と共に地域資源とも多くの連携が取れた一年となりました。浦添小
学校区の自治会、とりわけ茶山自治会・安波茶自治会さまとは日ごろの行事などへの相互の協力もさながら、少子高齢化時代
において大切な「多世代交流」の重層的支援のプラットフォームとしての協働もスタートできた一年でした。特筆すべき点として
は
弊法人代表が委員として関わっている「浦添市生活整備支援体制事業第１層協議体」からの発動により「浦添市×トヨタ自動
車×地域」による移動支援「うらみーぐる応援隊」として浦添中校区の３児童センター（うらそえぐすく・経塚・前田ユブシが丘）も
参画する事が出来た事です。地域高齢者との交流行事が介護予防になるだけでなく、中学校区の児童センター間の連携、ひ
いてはこどもたちの健全育成にも繋がる事は今後の児童センター運営にも効果が期待されるところです。
　また、当センターの日常行事・クラブ活動にも地域のみなさまが快くご協力くださり、「顔の見える関係」を子ども達を巻き込ん
でいることは「安全安心なまちづくり」にも寄与していると評価しております。
　次年度以降も地域・学校・企業など多くのステークホルダーの皆様と共に管理運営を行ってまいります。
（２）指定管理者としての法人の成長
　昨年度に引き続き、指定管理者としての法人組織体制基盤整備にも取り組ませて頂けました。二年連続となる「沖縄県中小
企業診断士協会」による企業診断士と社労士による支援を受けることにより組織基盤強化と法令遵守への取り組みを行いまし
た。
　事業従事者の世代別課題（結婚・出産育児・介護など）にも対応できるよう社労士の支援により「こども・親の介護の為の休暇
取得における労使協定」などの規約改正も行いました。
　また、次年度から施行される「ハラスメント対策」にも取組み社労士を講師に迎えて「児童センターにおけるカスタマーハラスメ
ント対応」の研修も行いました。
　更には、雇用者も従事者も安心して労働できるように法人として「顧問弁護士」を配置し、様々な社会情勢にも対応できるよう
にしました。

人と人の想いを繋ぐソフト面と、法令順守などのハード面を両立させ指定管理者として次年度誠心誠意をもって管理運営に取
組ませて頂きたく存じます。

令和8年9月2日

項目 自主評価



経営等事務処理に関すること（年1回以上）

【効率性】

① 適正な経理事務であるか。 4 3.8

② 省エネルギー等環境配慮に努めているか。 3.9 3.8

③ 支出の減少を図る取組を行っているか。 4 3.8

④ 職員の資質・能力の向上を図る取組をしたか。 4 3.8

4項目 15.9 15.2

項目

① 施設の設置目的が十分に達成できたか。 4 4.0

② 利用者の意見を把握するしくみが確立しているか。 4 4.0

③ 協定は遵守しているか。 4 4.0

④ 利用者の満足度はどうか。 3.9 3.8

⑤ 地域のため貢献しているか。 4 4.0

5項目 19.9 19.8

25項目 99.1 95.9

8 評価基準

（前ページの25項目（年間）合計を100点満点とする。）

評価点

4

3

2

1

ここでの「法令等」とは、法令、条例、規則、協定書、仕様書、事業計画書等をいう。

A 優良

B 適正

C 課題含

D 要改善

9 市の総合評価

評価 評価コメント

A

・概ね適正に管理運営されていることを確認した。地域のこどもの居場所として遊び・学びの提
供を通じ、地域連携・企業連携を積極的に行っており、地域支援の一つのモデルとして参考
になる児童センターである。また、自主事業についても、音楽でのこども支援活動「ムジカバン
ビーネ」を中心に、体験格差解消のための活動も大いに評価できる。引き続き、これらの活動
を継続していただきたい。

・前年度に比べ、地域との連携がより推進されていると感じた。

・給与規定や出勤管理等の労務管理体制が整備されているとともに、適切な施設管理が行わ
れていることを確認した。また、創意工夫を凝らした自主事業に積極的に取り組んでおり、地
域との緊密な連携を図りながら、効果的な事業を展開している。

・ヴァイオリンをはじめとするレッスンをプロ音楽家から受けられ、その活動が認めらた結果、テ
レビ番組にも取り上げられていた。民間の助成金等を活用した事業展開が充実している。
また、利用者目標数より、年間約5,000人の利用者減について分析して欲しい。

評価 評価内容

総合評価

市の項目別評価がすべて3点以上、かつ90点以上で
ある。中間評価の場合は、53点以上とする。

市の項目別評価がすべて3点以上、かつ75点以上90
点未満である。中間評価の場合は、45点以上53点未
満とする。

市の項目別評価に2点が１つでもある。

市の項目別評価に1点が１つでもある。

小計

合計

評価内容

項目別評価

法令等を遵守し、計画された業務水準を超える指定管理者独自の取組を
実施するなど、特に優れている。

法令等を遵守し、適正に指定管理業務を行っており、計画された業務水
準のとおり成果を上げている。

法令等を遵守しているが、指定管理業務の一部に課題がある。

法令等を遵守しておらず、改善の必要がある。又は年間を通じ計画され
た業務の水準を達成できなかった。

項目 自主評価 市評価

小計

【有効性】


